
町は大きなホスピタル

〒689-5211
鳥取県日野郡日南町生山511-7

TEL：0859-82-1235
FAX：0859-82-1341
HP：https://nichinan-hospital.jp/

日南病院LINE
公式アカウント

病院に対するご意見ご要望、
または広報誌に対するご意見
など、お待ちしています。

⇨ 入力フォーム

第34号

2023年8月

・診療 9:00～12:00(開扉7:30、受付8:00～11:30)
・整形外科、眼科は予約優先になっていますので、当日受診希望の方は、来院前に電話をお願いします。
・発熱やかぜ症状、嘔吐等がある方は必ず事前に電話でご相談ください。
・新型コロナウイルス感染症対策のため病棟への面会は原則禁止ですが、オンライン面会などの方法が
ありますので、ご希望の方は病院看護師に電話でご相談ください。

・令和5年4月より祝日等で休診となった月曜日の小児科診療の振替診療（火曜日）は諸般の事情により
無くなりましたのでご注意ください。

休診の連絡や
予防接種など
いち早く情報
発信します。

令和５年 お盆期間の休診について

８月１４日（月）休診
８月１５日（火）休診

➢上記の２日間は、外来診療を休診といたします。

※８月１１日（金：祝日）から５日間の休診となりますので、
予約変更などはお早めにご相談ください。

➢急な体調不良など、救急外来を受診希望の方は
事前にお電話でご相談ください。

電話（代表）８２－１２３５

2023年4月1日～ 月 火 水 木 金

内科

一診
（予約制）

中田 谷口 井川 谷口 井川

二診
（予約制）

平原 高見 吉田 平原 高見

三診
（予約なし）

吉田 中田 谷口
鳥大

（井川）
平原

専門外来
（予約制）

井川
（ペースメーカー

チェック）

高見
（禁煙外来）

（物忘れ外来）

門脇
（糖尿病内科）

外 科
（鳥大）
平岡

平岡
（鳥大）
平岡

平岡 平岡

整形外科（予約優先） （鳥大）

小児科
（鳥大） （鳥大）

第３火曜(PM)は小児循環器
耳鼻咽喉科 （鳥大） （鳥大）

眼 科（予約優先） （鳥大） （鳥大）

皮膚科 池原
内視鏡・エコー

（予約制）
吉田 中田

暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

(

こ
の
病
院
だ
よ
り
を
執

筆
し
て
い
る
６
月
末
時
点
で
か
な
り
の
暑
さ
で

す…

。)

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
農
作
業
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
田
畑
や
山
に
入
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
今
回
は 

マ
ダ
ニ
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
マ
ダ
ニ
と
感
染
症

マ
ダ
ニ
は
日
本
全
国
の
野
山
、
草
地
、
畑
、

河
川
敷
な
ど
に
幅
広
く
生
息
し
て
い
ま
す
。
マ

ダ
ニ
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
病
原
体
を
保
有
す
る
マ
ダ
ニ
に
ヒ

ト
が
咬
ま
れ
る
こ
と
で
感
染
症
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

そ
れ
ら
の
感
染
症
は
総
じ
て
「
ダ
ニ
媒
介
感

染
症
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
紅
斑
熱
、
ツ
ツ
ガ
ム

シ
病
、
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群 

な
ど
が

あ
り
ま
す
。

日
南
町
内
で
も
昨
年
、
今
年
と
ダ
ニ
媒
介
感

染
症
の
発
生
を
確
認
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
み
な
さ
ん
は
注
意
が
必
要
で
す
。

■
内
科

吉
田
医
師
の

健
康
サ
ポ
ー
ト
■

マ
ダ
ニ
に
ご
注
意
を
‼

マ
ダ
ニ
に
咬
ま

れ
て
し
ま
っ
た

か
も
・
・
・
。

野
外
で
は
、
腕
・
足
・
首
な
ど
、
肌
の
露
出
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

①
首
に
は
タ
オ
ル
を
巻
く
か
、
ハ
イ
ネ
ッ
ク
の
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
シ
ャ
ツ
の
袖
口
は
軍
手
や
手
袋
の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

③
シ
ャ
ツ
の
裾
は
ズ
ボ
ン
の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

④
農
作
業
や
草
刈
な
ど
で
は
ズ
ボ
ン
の
裾
は
長
靴
の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ダ
ニ

吸
血
前  →

←
  

吸
血
後

参考：ダニ媒介感染症/厚生労働省
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164495.html

入浴で確認！

●
咬
ま
れ
な
い
た
め
の
【
対
策
】

ま
た
、
屋
外
活
動
後
は
入
浴
し
、
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て
い
な
い
か

確
認
し
て
下
さ
い
。
特
に
、
脇
の
下
、
足
の
付
け
根
、
手
首
、
膝
の

裏
、
胸
の
下
、
頭
部
（
髪
の
毛
の
中
）
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら
！

マ
ダ
ニ
は
皮
膚
に
口
器
を
突
き
刺
し
、
長
時
間
（
数
日
か
ら

■
日
間
以
上
）
吸
血
し
ま
す
が
、
咬
ま
れ
た
こ
と
に
気
付
か
な
い
場

合
も
多
い
で
す
。
も
し
も
気
が
付
い
た
ら
、
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と

す
る
と
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚
内
に
残
っ
て
化
膿
し
た
り
、
マ
ダ
ニ

の
体
液
を
逆
流
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
病
院

に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
は
感
染
症
を
発
症
す
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
２
週
間
程
度
は
体
調
の
変
化
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

発
熱
や
発
疹
（
全
身
に
紅
斑
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
な

ど
が
生
じ
た
場
合
は
必
ず
病
院
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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６
月

日
（
火
）
日
南
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室
を
会
場

に
、
第
１
回
日
南
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

『
日
南
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
』
と
は
、
老
朽
化
に
伴
う
日

南
病
院
施
設
の
改
築
計
画
や
、
日
南
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
近

隣
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
、
必
要
な
医
療
を
途
切
れ
る
こ
と

な
く
安
定
し
て
お
届
け
す
る
今
後
の
病
院
機
能
や
経
営
の
あ
り
方

を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
の
委
員
会
で
す
。

委
員
の
構
成
は
行
政
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
に
携
わ
っ
て
い
る

方
、
そ
し
て
町
民
代
表
の
方
を
合
せ
た

名
の
皆
さ
ま
で
す
。
委

員
長
に
は
鳥
取
大
学
医
学
部

地
域
医
療
学
講
座

谷
口
晋
一
教

授
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
の
議
題
は
「
第
１
章

病
院
を
取
り
巻
く
医
療
体
制
の

概
況
」
と
し
て
、
病
院
か
ら
委
員
の
皆
さ
ま
へ
情
報
提
示
し
、
ご

意
見
や
問
題
点
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
地
域
の
概
況

日
南
病
院
の
現
在
の
施
設
概
要
、
周
辺
地
域
の
現
状
、
交

通
機
関
の
状
況
、
病
院
建
物
の
現
況
な
ど
情
報
共
有
し
、
ま

た
病
院
が
現
在
行
っ
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
季

節
と
病
床
稼
働
率
の
関
係
デ
ー
タ
、
介
護
療
養
病
床
の
廃
止

に
つ
い
て
等
、
運
営
に
関
す
る
も
の
を
共
有
し
ま
し
た
。

２
．
現
在
の
日
南
町
人
口
（
推
移
、
人
口
構
造
、
人
口
動
態
）

総
務
省
統
計
局
が
出
し
て
い
る
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
参
考

に
現
状
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

平
成

年
の
日
南
町
は
少
子
高
齢
化
の
進
ん
だ
「
壺
型
」

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
に
は
更
に
人
口
減
少
が

進
み
、
や
せ
た
「
壺
型
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
状
況
で
す
。

日南病院だより ２３ 日南病院だより

第
１
回



日
南
町
の
歯
科
が
今
後
ど
う
い
う
形

に
な
っ
て
い
く
の
か
、
無
く
な
っ
た

か
ら
米
子
や
西
伯
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
で
は
多
分
す
ま
な
い
と
思
う
の
で
、

そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
。



困
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
交
通
の
こ
と
。

独
居
の
方
が
多
く
、
そ
う
い
っ
た
声

が
本
当
に
最
近
多
い
で
す
。



「
米
子
に
住
ん
で
い
た
ら
助
か
っ

た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
減
ら
せ
る
医

療
体
制
に
期
待
す
る
。



若
い
お
母
さ
ん
方
の
中
に
は
、
小
児

科
が
充
実
し
て
な
い
こ
と
が
大
き
な

不
安
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。



総
合
診
療
医
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
小

児
科
の
一
部
、
整
形
外
科
の
慢
性
疾

患
の
大
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
し
っ
か
り
し
た
総
合
診

療
医
が
何
人
か
居
れ
ば
大
部
分
の
も

の
は
カ
バ
ー
で
き
、
手
術
が
必
要
で

あ
れ
ば
、
日
野
病
院
あ
る
い
は
大
学

病
院
へ
送
る
と
か
、
そ
う
い
う
連
携

体
制
の
中
で
動
か
し
て
い
く
こ
と
も

可
能
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。



病
院
が
新
し
く
な
っ
て
も
、
病
院
か

ら
診
療
に
来
て
も
ら
え
る
体
制
は
是

非
と
も
、
続
け
て
ほ
し
い
な
と
思
い

ま
す
。



内
視
鏡
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
早

期
発
見
早
期
治
療
が
出
来
る
よ
う
な

病
院
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
、
若
い

方
が
米
子
の
方
に
流
れ
ま
す
け
ど
、

人
間
ド
ッ
ク
も
日
南
病
院
で
積
極
的

に
取
り
入
れ
誰
も
が
信
頼
で
き
る
、

高
齢
者
に
優
し
い
特
色
あ
る
病
院
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
１
回
検
討
委
員
会
で
、
委
員
の
皆

さ
ま
か
ら
幅
広
い
ご
意
見
、
ご
提
案
た

く
さ
ん
頂
戴
し
ま
し
た
。
掲
載
は
一
部

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
丁

寧
に
考
え
、
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が

と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
存
続
で
き
る
病
院
づ

く
り
の
た
め
に
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

一
年
間
検
討
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

■
『
日
南
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
』
っ
て
な
に
？

■■ 委員会構成 ■■

日
南
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会

■
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
期
待
の
声
な
ど

委
員
会
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
皆

さ
ま
の
要
望
や
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
７
月

中
旬
よ
り
日
南
町
全
戸
に
郵
便

で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

よ
り
良
い
日
南
病
院
に
す
る
た

め
ど
う
ぞ
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
は
、
同
封
の
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
に
入
れ
、
お
近
く
の

ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

（※

切
手
は
不
要
で
す
）

回
答
期
限
は
８
月
４
日
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
お
願
い

３
．
将
来
の
日
南
町
人
口
予
測

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
推
計
値
が
示
さ
れ
、
令

和
７
年
か
ら
令
和
27

年
ま
で
の
20

年
間
で
町
人
口
は
約
1

千
６
百
人

（
46

％
）
減
少
し
、
２
千
人
を
割
る
と
報
告
し
ま
し
た
。

４
．
患
者
の
受
療
動
向

年
齢
階
級
ご
と
の
入
院
、
外
来
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
を
受
け
た
状
況
が

ど
れ
だ
け
あ
る
か
を
示
す
受
療
動
向
で
は
、
全
国
と
鳥
取
県
の
総
数
で

比
較
し
た
場
合
、
入
院
外
来
共
に
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
日
南
町
内
の
後
期
高
齢
者
（

歳
以
上
等
）
と
国
保
被
保

険
者
（

歳
以
下
）
が
、
ど
こ
の
医
療
機
関
に
入
院
ま
た
は
外
来
受
診

し
て
い
る
か
と
い
う
受
療
動
向
を
比
べ
る
と
、
後
期
高
齢
者
は
当
院
に

入
院
、
外
来
受
診
し
て
い
る
方
が
多
い
一
方
、
国
保
被
保
険
者
は
当
院

で
は
な
く
町
外
（
特
に
米
子
市
）
で
入
院
、
外
来
受
診
し
て
い
る
方
が

多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
南
病
院
の
診
療
圏
は
当
院
の
所
在
す
る
「
日
南
町
」
を
中

心
に
「
新
見
市
（
旧
神
郷
町
）
」
、
「
日
野
町
黒
坂
地
区
」
か
ら
の
患

者
数
が

％
以
上
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
３
地
域
を
診
療
圏
と
し
て
設

定
い
た
し
ま
し
た
。

５
．
将
来
患
者
数
の
予
測

当
院
の
診
療
圏
（
３
地
域
）
の
将
来
人
口
推
計
を
見
る
と
、
令
和
７
年

時
点
で
約
５
千
７
百
人
い
る
人
口
が
、
令
和

年
に
は
約
３
千
人
と
な

り
、

年
間
で
２
千
７
百
人(

 

％)

減
少
し
て
い
く
こ
と
が
推
計
さ
れ

ま
す
。

（敬称略）

№ 所属・役職名 氏名

1 鳥取大学医学部 地域医療学講座教授 谷口 晋一

2 鳥取県福祉保健部 健康医療局長 坂本 裕子

3 鳥取県西部総合事務所 米子保健所長 藤井 秀樹

4 日野病院組合日野病院 病院長 孝田 雅彦

5 鳥取県西部医師会 代議員（日野郡） 武地 幹夫

6 社会福祉法人 日南福祉会 事業統括部長 入澤 良子

7 日南町社会福祉協議会 会長 中村 秀人

8 日南町民生児童委員協議会 副会長 藤島 美鈴

9 日南町商工会 会長(町民代表) 福田 一哉

10 日南町自治協議会 会長(町民代表) 榎尾 稔正

11 町民代表 坪倉 幸徳

12 町民代表 智下えり子

13 日南町 副町長 角井 学

14 日南町 福祉保健課 課長 出口 真理

15 日南病院 副院長（病院長代行） 平岡 裕

16 日南病院 看護部長 日下美恵子
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日
南
町
民
が
ど
ん
な
疾
患
（
病
気
）
で
、

病
院
受
診
が
必
要
な
の
か
、
ど
ん
な
頻

度
で
ど
こ
の
病
院
を
受
診
し
て
い
る
の

か
な
ど
の
分
析
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
南

病
院
の
体
制
を
整
え
る
た
め
の
検
討
材

料
に
な
る
。



日
南
病
院
に
は
ど
ん
な
『
強
み
』
が
あ

り
、
ど
ん
な
『
弱
み
』
が
あ
る
の
か
。

今
後
人
口
が
減
少
し
、
独
居
の
方
が
増

え
、
老
老
介
護
が
増
え
て
き
た
時
に

『
強
み
と
な
る
も
の
』
が
ど
れ
だ
け
活

か
せ
る
か
。
活
か
す
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
、
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
。



住
民
の
方
々
が
本
当
に
必
要
と
し
て
い

る
の
は
何
な
の
か
、
何
で
も
か
ん
で
も

い
ろ
ん
な
診
療
科
に
手
を
出
す
よ
り
も
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
心
の
支
え
に
な
る

よ
う
な
病
院
に
。

委員の皆さまには１年間大変お世話になります。
どうぞよろしくお願いいたします。
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